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東アジア｜

中国，台湾， m. :!tiMf.i下，モン
ゴル，チベット，・1f0i.B，ヨ本

5月IS目

。中間春季輸出商品見本市，広州で

閉幕。
.崎両，クーデター l周年記念に大

赦を行なうと発表。
。ソウルでUflかれていた， 7少ア反
共会議は，ラオスの事態にSEAT 

Oの介入を要請する宣言合採択して

閉幕。
。アジア公館長会議開催。日締会談，

ラオス；ヴェトナム情勢など検討の

予定。
。小坂外相，日米安保香の開催はl即

時見あわせると語る。

5月16目
。人民日報，生産隊の財務改tfを呼
びかけ。
4砂人民日報論説「われわれはラオス

情勢の発肢に無凋心ではいられな

いJと論評。
。綿国軍事政権，クーデター 1同年

を祝う。

5月17日

φ八幡製鉄など日本の高炉4?1：，北
朝鮮から鉄鉱石2万トンをとりあえ

ず見本輸入するという方針をきめ

る。

5月18日

。国府，ラオス反乱グループへの布

市援助を研i：約す。
。アメリカ大統骨：i，駐国府アメリカ
大使にアラン・ G・ ヵーク大将を任

命。
。E本政府外務省，在日アメリカw
のタイ出兵について， 「述絡なしの

出兵は遺憾」とアメリカ大使に伝え

る。

5月！？日
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。日中貿易促進会，広州見本市の成

約状況を発表。日中間では38位円の

成約。

。怖凶産業博覧会での日本品への引

さ合いは低調。

。ベルギー経慌使節団瑚旬。 4日に

来日して政府や財界首脳と懇談した
り，工場見学して日本の経器事前を

視察していたもの。

〈》三~mt挺，インドのピルラ財閥と
合弁の政界也力言I・の製造会社を設立
すると発表。

5月208 
0t/i］少奇中華人民共和国主席，ネパ
戸 Jレ問主へ中国製飛行機L機を附

る。

。韓国筋によれば，小坂外相が3月

の対桂会談で申し入れた参事官のソ

ウル！3i：在について， 1母国は原則的，c.
同意する意向。
今淀川プレス製作所，インドのマネ

クラルサン会主i：と合弁でヲレス会祉
を設立ーするこ止を計画中。
.ヲイズマン倒述社会局次長を凶長

とするj庇やjt地域国迎専門家調査団が

来日。

令日本政府，対日通商差別閣と改普

究訟をはじめる。 5月22日からベネ

Jレックス3国との交渉を聞くことを

皮切りに西ドイツ，フランスなどと。

5月21目

。中凶政府，インドに「インド平が

チベット地方で国民党佼犯Lた」と
抗議。
。アメリカ下院軍事委， till細に対す
る日本の．潜在主権を否定，日本の権

利とは「第3固に渡さないとj到侍す

る権利Jと報告。

5月22日

令中国外交部，米艦の領海位入で203

間目の！f告。
令アメリカ下院議事辺哲委， Mi縄援
別増税法案を可決，本会議へ送付し

た。

.アメリカ太平洋艦隊長官~言ン・
H・ サイズ大将来日。藤枝防衛庁長
官と題談。

~小鹿外相， 「ラオス・タイは“出
＊”の範囲外」と語る。

5月23目

。中国スーダン貿易協定調向；由

。ι＇＂同・ポーランド科学協力計画調
印。

。輸出入銀行，江商にパキ7,.タン向

けの初の円借款輸出を許可。

5月24日

⑮ソ朝協力計画モスクワで調印。

。日共代表団の蔵原・i1fi人間長ジャカ
ルタから婦問の途につく。

。イタリア，対日愉入のi1JUり当て制

を実施すると発表。

5月25日

φ劉少奇主席，周思来総理，倒i毅外
交部長，アフガニスタン国民節：こ祝

電。

＠人民日報，大公報，国際委のj'Z任
股行とアメリカ軍の南グA トナム侵
略中止要求。

。京中友好協会，京古労組中央評議

会，~中友野相互援助条約2 周年記
念臥L師会をrm催。
~香港政府， 「中共雌民の流入はと
まり，国境の情勢は急速に正常にも

どりつつある」と声明。

~ 日本の新聞・放送・出版代表団，
北京着。

φ池田首相， リー・クアンユ『・シ
ンガポール首相と会談し，戦時中の

中間人波書事件について杭極的解決

の怠向を表明。

5月26日

令斡同，政治活動持化法ーによる審査

申請者のうち約1500名を不適賂と

し，民政移管後の政治活動を許可し
た。

令マフグーブ氏を団長とするスーダ

ン経筒使節団来日。

5月27日
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4砂中国・5主印貿易事務所を閉鎖。こ
れはインドが，インドJチベット問
貿易協定吏新を拒否したため。

。香港の英字紙デーリー・エクスプ

レス，広州でI万人の恭助が発生し
たと報道。

.アラスカ州知事，シェリ zフ海峡

における日本漁船の操業要請を拒

否。

5月28日

・中間セイロン経済佐助協定， 5年

間延長0

．シンガポール首相雌目。中国人殺

害事件解決へ怠見が一致したと声

明。

・矢口駐ヒツレマ大使， 「)l告収再交渉

でピJレマ側｛こ浪歩の芯；！句があるJと
報告。

4・松下電』品，南グニトナムからJンー
ムクーラー約200台を受注，近く船
積みの予定。

5月29日

4・中国外交部，アメリカ機の制空位
犯に2似回目の!f告。

5月30日

.北朝鮮の島民，干ばつ克服のljj£1,、
を展開。

4・中国訪問の日赤労組代表E，天津
から帰国へ。

5月31日

．琉球立法院，沖縄船舶に日の丸が
荷揚できるよう日本・アメリカ双方
に要請。

．日ソ両政府，中共・北朝鮮向け郵

便lこナホトカ・ Jレートを開設するこ
とで一致。

.アメリカが日中貿易の増大に反対

の旨を日本政府lこ述べたと伝えられ
. .，。
.ピJレマが自問船優先を決定したこ

とにつき．日木政府は対策の検討を
始めた。

6月1日

4・i令印平和 5原則j協定ium~~Jれー両
局の関係は恕化の途をたどるとkら
れる0

．中間外交部，インド政府による駐．

4ンド中国大使館公報の没収に抗
開問。

4・在南朝鮮アメリカ1ft, 2 1:1から 1

週間早事前習0

6月2日

。中国インド通商交通協定失効。

。コリンズ・アメリカ太平洋院軍司

令官，タイ駐樹アメりカ耳tを視察し
て沖縄へ到着。

。ソ述，ハボマイおよびシコクンで

の日本船の操業を認めない冒を表

明。

6月4日

〈争中国政府，中国・パキスタン国境

会談について寄せられたインドの抗

議を拒否。

。北京で中伎科学技術協方について

の筋l回会議。

6月6目

。ソウルで米斡行政協定締結を~求
する学生デモ。約200人の学生が検

挙された。

。「アジア地域社会保障会議」の第

l回会議が本年11月東京で捌かれる
ことに決定した。インド，オースト

ラリアなど21カ闘の代裂が参加する

予定。

。ビ．ルマに操業技術センタ｛設置の

ための日本の調査団出発。

6月7日

令平壌で南朝鮮学生の反米闘争支持

集会。

~ E本政府通産省，イランへ1次産
品目い付け促進調査団を派jllすると

発表。

6月8目

~持国国家最高会議当局筋は，韓国
新聞界の「蹴正J~·・f·iilljが中止された
ことを切らかにした。

。斡閣で学生デモつづく。 8自のソ

ウル大学のデモで学生20数人検挙さ

る。

~在帥アメリカ牢当局，ソウル地区
のアメリカ'.J.ll要只の外出禁止を命
令。

。l～4月の輸出通関突縦による
と， l:JAI,：ごのアジア，中南米向け輸出

が淑減している。昨年同期と比べ，
東南アジア1LG%,rl1南米48.4%減
となっている。

6月9目

。中共外交剖i，インド寧の新filjl:i¥!J.方
段入に対し再度抗訟。

..平壊でラオス軍事代表団歓迎集

会。

令パーガー駐韓アメリ jJ大f!l!とill外
務部長官との会談のさい，アメリカ

は現在は行政協定の交捗をする志向

はない官通告した。

令抑国，通貨改革を発表し，ホヲン

から「円」に切り替える・ことを決定o

10ホワンが新1円で6月10日から施

行。

6月10目

。的国， 「新円旋風」で物価急騰，

混乱をきたす。

6月11目

。中悶紡組専門家ジャカルタに到

着。

。間｛毅中同副総理，インドネシアの

ハリヤン・ラヤット紙編集長と会

見。

。ジュノー－アメリカ国際IJ日発局極
東部長，純国の経務開発について日

本側の協力を要望。

6月12日

φ劉少奇中国主席，ラオス軍事代表
団と会見o
令糾1縄援助を中心とする日米安渉始

まる。実質討議は7月からになる予

定。－

6月13目

。中国紅十字会，アルジエリア赤十

字に救援金を贈る。

フィリピン，タイ， M・1ヒグェ
トナム，ラオ7-，カソボジア，

マヲャ，シンガポール，インド

ネグア，北ポJレ本オ，サラワグ

5月15日

φケネディ・アメリカ大統領，アメ
リカ海兵隊のクイ上陸を命令。 17日

に上陸開始。
令マクナマラ・アメリカ国防長官

は， 「タイ駐在アメリカ軍事担助司

令部Jを新設し，その司令官に荷グ
ェトナム軍事銀副j司令官ポール－

D・ハーキンス大将を鍛任させると
発表。

令プラウグ，アメリカ大統領のクイ

I05 
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上陸命令について，fアメリ 'j)の指謀
者たちは危険な一社長を踏み出した」
と警告。

φラスク， ドブルイユン会談で．ラ
オスでの休暇状態女間復する必~》t
あることについて怠見が一致。「11羽
立イヒJも再鴫認。
~カナダ外相，ラオ久右派を， 「ラ
オス情勢緊迫のi主任は右派にあるj
k非難。
。パナーJレ教授，アメリカのラオス

における侵略を非難。

。インドネシア軍，西ニューギニア

西部地方に落下さん部隊を降下させ
守司

’・0
5月16目

。アメリカ当局，「オーストラリ，，, 

イギ！｝スなど5カ聞はタイヘ派兵ナ

るよう要約したJと首明。

。アメリカ国防総省， r在タイ・ア
メリカ｛除問機動部隊の司令官に，リ

チャードソン中将が任命されたjと
発表。

(tSEAT O理事会．アメリカのタ
イ逃！註について， 「共産侵略への曾

告」と声明。また「ラ~スに中立政
府を：if¥・望」とも声明。
。アメワカ，市ヅェトナムへ空軍部
隊を送り ζむ。

φラオスのプ｛マ殿下，アメリカの
タイ上位を非難。

φ国府，ラオスの有派政権と外交珂
係を樹立したと発表。

5月17日

③アメリカ海兵隊，タイ上陸。在日

空軍の｛白旗中隊も参加。

＇＊ケネデ 4・アメリカ大統領は，ラ

オス紛争について， 「現在の線にiA
ヲて平和的tζ解決するのが当面の急

務であるoj舵兵の時期はいえない」
とのベた。

5月18日

＠ラスク・アメサカ国務，長官，アメ

qヵmのタイ上｜廷について， 「共産
側の干渉がなければ解決する」と語
，。。
＠アメリカ国務省当局，在日アメリ

カ軍のタイ出兵につき， 「1政関作戦

でないから事前協議の対象にはなら
ない」と言明。

。フルシチョフ・ソ述首相，アメリ

i:06 

カ軍のクイ上位について， 「アメり

カは自分から網にとびこんだ。これ

は朝鮮晩争也思い起こさせるJ左諮
る。

。SEAT O加盟諸菌，アメリカの
出兵要請にそれぞれ典なる反応を示
す。

5月19日

。フィリピシ内閣改造。法相，商業

相，対日賠償委員長などが更迭され

た。

。アブドル・ラーマン・マラヤ首相，

駐留イギリス'.if!のタイ派泣に不同誌
を声明。

5月20目

。フィリピン大統制， 「フィリピン
軍をタイヘ派抗するこどはしないj

と言明。

~インドネシア，総選挙を延期。理
由は西イリアン解放に全力を注ぐた

め。

5月21日

。ラオスのスファヌポン殿下，アメ

リヵJjIのタイ撤退を要求。

¢，アメリカ軍当局， 「ポール・ D・
ハ一年ンユ大将はミM，虚が正常化する
まで，タイ・アメヲカ軍事援助司令

部と．南グェトナム・プメリズ1軍事

援助司令部に交互に勤務するJと諮
る。

。タイ駐留アメリヵ~，コラト〈中
部タイ）に総司令部を設底。

⑫ラオス愛国軍，ブンウム111の停戦
協定迩反を実証する押収文mを発
表。

〈接久力Jレノ大統領， Up Iに一時活
動停止を命令。

φオランダ首相，ウ・タント国連事
務総長に，インドネシアの西イリア

ン侵略行為を中止させてほしいと要
一・同＇ic
。インドネシア陸軍参謀総長． 「西

イリアンでのゲリラ作戦は，同地域

陥落までつづけられるだろうJと語
る。
φインドネシア義男寧，西イリアン
のソロン，ファクファクの2i也点に

降下。

。ジャヲに建設されるソ述援助の鉄

鋼プ．場の悲工式が現地で行なわれ
『＇＂，』。

5月22日

~フィリピン大統筒，東京！駐在フィ
ヲピン陪悦使節団長にアペラルド‘

スピド氏を任命。

~タイ政府の有方閣僚， 「タイJR北
部のサコンナコン州tこ共産地下組織

があるJc. s耳る。
。インドネシア~－和委全国大会，ア
メリカの南ヴェトナム・ラオス干渉

非難決議を採択。

5月23日

③ヴ・タント国述事務総長．西イ 9
アン紛争処理広関するオランダの喪・

加を去ii下。
。ウ・タント国主il~I下務総長，商イリ
アン同胞について，オランダとイン

ドゑシア河闘に屯報省t送り，交捗再

捌を要前。
。インドネシア，ソ述援助の製鉄所

*i：プ式挙行。

5月24目

。ラオス右派政府当局者，アメリカ

のノサパン退陣要求は内政干渉と非

難。

。ラオス右派のブンクム首相， 28日
にマニうを訪問。

φオランダ首相， fイン目ドネシアと
交渉再開の用意があるJと揺るo

5月2.5日

。ラオユ中立党創立1周年祝賀。

。インドネシア外相，ウ・タント事

務線長の西イリアン平和解決の努力

を支持。
φオラング首相，インドネシア'.ijIの
商イリアン上陀は570人と報告。

5月26目

。アメリカ国防総省，タイ駐留アメ

リカ111と交代のために沖縄から強力
部隊を送っていると発表。
⑤ラ:tスのプ｛マ殴下，来月15日ま
でに連合政府を樹立することを提
唱a
汚ξ。
~国連事務局，商イリアン解決t乙関
する「パンカ｛案」を発表。 2年で

行政搬を！委却することを主冒とする

もの。
。オランダ政府，パンカー案受誌の

用意ありと国連に通告。

5月'}J目

。タイ，反政府活動の中共系輩・商21
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人を逮捕。
。ブーマ首相，アメリカに対右派経

助停止を要求。

.アメリカ下院外交小委員会，「SE 

AT Oは役にたっていない」と報告。

5月28日

.西イリアンでインドネシア・パル

チザンとオランク’Ti!が依突。

5月29目

。南ヴェトナム解放学生辿合，ゴ・

ジンジェム特別軍事法廷の教師，学

生；こ対する判決に反対。

.アメリカ軍工兵，タイに戦略道路

を建設。
4砂ウ・タント国連事務総長，オラン

グ，インドネシア双方に対して停戦

そ要訴。

．インドネシア，オランダ支配下の

地減への石油輸送を禁止。

.スカルノ大統制夫人，ワルシャワ

着。

5月30目

。ラス軍事代表団モ7,クヲ話。

.英領~）レネオのサラヲクの労問
者．弾圧に抗議。

5月31日

・南グェトナム民族解放l脱線中央

委．南ヴェトナム愛国者救慌活動を

世界に呼びかけ。

.アメリカのコ Uンズ太平伴司令
官，サイゴンでハーキンス司令官と

秘密会談。

6月1日

．インドネシア国家指導会議初会議
聞かる。

6月2日

.ナムタで12民旋の代表者会議聞か
る。

・国際民主法律家協会，市ヴェトナ

ー当局による愛国粋の死刑に抗

6月3日

.コン・レ・ラオス軍事委員会議長

ら，・ノ述訪問を終えてモンゴルへ向
かう。

.インドネシアへソ述製爆撃機6機
が引き渡された。

6月4日

4・北ヅ且トナム政府，国際監視委の

.－ゴtグェトナムが市グ孟トナムで侵
略，破壊活動なしているjとの報告

に反論，この報告を拒1!fするようイ
ギリス，ソ速に要求。

φラオス軍事代表団モンコ勺レ活。

6月5日

~アメリカ間務省スポークスマン，

「タイに駐留しているアメリブ：，'.i'JI部
隊の一部が南グェトナムに移動し

た」と語る。

令ラオス全悶軍事香，アメリカ邸の

ラオス撤退を要求する声明を発表。

③スカルノ・インドネシア大統領は，

国辿事務総長に，停戦呼びかけに対

しては原則的に同窓‘している旨の田

容を送った。

6月6目

。SEAT O諮問の寧i't任者の調整
会議J}ljく。サリット・タイ首相「派

近国軍の統一司令部は設けないこと

に立見が一致した」と語る。

る月7目

。ラオス3派会談聞く。プーマ殿下，

？述立政府における国防相，内相の

割りふりについて怠見が一致した」

と諮る。

6月8日

令グェトナム人民if{，南ヴェトナム

への南朝鮮軍事代表団派泣に対して
抗議。．

~ラオス 3 派会誠，統一j!li合政府の
構成についてa 中立派間僚の割りふ

りで対立，最終的合意に述せず。 11

日に再開。

6月9日

〈診グェトナム国際休戦監視委，対立

した報告会t提出して行きづまる。イ

ンド，カナダ両国の代表は北グェト

ナムの休l除侵犯をつよく批判し，ポ

ーランド代表はこの両国代表の認定

に県議全となえて，南グェトナム側

が休戦を侵犯していると非難したも

の。

6月10日

令コン‘レ将軍を閉長とするラオス

のパテト・ラオ軍事代表団北京に若

く。

⑫マンスフィールド・アメリカ上院

5店員，アメリカの京市アジア政策の
再検討を主張s

6月11日

φタイ駐留アメリカ軍部隊とタイ区
民守察隊は，ラオスに隣接してこタイ：

国境線の伊j術強化右目的とした合同

iW習をIH!始した。
~ラオス述合政府，組問成る。プー
マ首相が国防相を兼任，スファヌボ

ン，ノサパン両氏はともに副首相。

ブンウム氏は入閣せず。

。アメリカはラオスへの援助を近く

再開。

。ラオスのシェンクワンで市民・が大

会を／JHき，主li合政府樹立の取り決め
を歓迎・し，またアメリカ軍のタイか

らの撤退を要求した。

令カンボジア首相，上海から広州へ

向かう。

~SEAT O各国耳，タイ，ラオス
国~へ出動準備をしていると伝えら
れる。

6月12目

。アメリカ国務省，駐タイ寧の撤退

計四はない旨を示唆。

。ラオス 3殿下，述合政府樹立の協
定に正式に調印。

。ラオユのプーマ股下，ジュネープ

協定批准のラオス代表団の団長にノ

サパン将軍が選ばれたと諮る。

。ラオスのスファヌボン殿下，反動

分子の挑発を野戒Lなければならな
いと声明。

6月13日

φ社会主義各国の新聞，ラオス述合
政府成立を歓迎。

~中手I;訪問中のコン・レ・ラオス全

国軍事費員会議長，アメリカはラオ

ス干渉の陰謀を放諜せず，代理人を

指図してラオス内部の分裂をはかつ

ていると述べる。

φフルシチ司フ・ソ連首相，ラオス
述合政府の成立は緊張緩和のモデル

となることを確信する皆述べた書簡

を，アメリカ，イギリス両国首脳に

送った。

φケネディ・アメリカ大統領，フル
シチヲフ・ソ辿首相に対し，ラオス

連立政府の樹立は回Wl的であると述
べた返書を送る。

~イギリス倒北ボルネオのサラフク
党大会，自決植を要求。

6月14日

φケネディ・アメりカ大統領，東南
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アジアからアメリカ'.QIの撤収を要求

したマンスフィーノレド議員の意見を

拒脊，東南アジアから撤兵しない旨

s・明。

南アジア i
イγ ド，パキスタン，セイロ γ，

ピJレマ，ネパール，ブー !,Iγ

5月17目

。国際新聞編集者協会，セイロンの

新聞法案！と抗議する決議を採択。

。インド紙，ヒツレマ抱~.インドネシア

紙，アメリカのタイ派兵に抗議すろ0

5月18日

。西パキスタンで，アメリプJ恒Zj下脱

が暴徒におそわれた。

5月19日

φカJレブJッタ市民，アメリカif{のク
イ上院に反対デモ。

5月21目

⑫アメリカ上院外交安，さきに削除

された対インド援助の大部分を復

活。

5月22目

。ピルマ民肱統一戦線s アメリカの

南グュトナム・ラオスへの干捗と侵

略を非難。

5月25目

。パキスタン，駐日大使iζシュイク

農相常任命。

5月28因

。11t銀主mtの第6同インド依肱国会
議，対印援叫がまとまらないまま散

会。

5月30日

令インド，ソ述からのミグ機購入を

考慮。
..インドのミク．戦闘機．官い入れにつ

き，アメリカ・イギりスill犬な関心
を払う。

6月2日

~ピルマ人民，アメリカの班荷アジ
ア侵略非難の集会開く。

6月9目

φインド政府，外貨維持のためすべ
ての耽入を半分に減らすよう命じた
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と発表。月本の愉山もかなり減少の
みこみ。

。セイロン， 2外国石油会社のパイ

プラインを接収。

6月10日

令セイロン・ブルガリア国交樹立。

6月13日

。アユプ・カーン・パヰスクン大統

悔し新内閣を組問。

アフガニスタ γ，イラ γ，イラ

ク，サウオアジピア，レパノ γ，

ヨノレ〆γ，イ7，ラ:::r.1レ， ・ンリア，

パーレソ，クエート，カタール

5月22日

令シリア，商工栄をふたたびWI有化。
国内の外国銀行も G

6月6日

令シりア首相，アラブ述合と述邦形

式による結合守呼びかけ。

。ヨルグン，アラブ辿合，シリア，

モロフコ，クエートの5カ閏，アラ

ブ経済統合協定に調印。

力Hυ フア

5月18日

令アラブ述合紙，アメリカ需のクイ

派泣を非難。

5月20日

令ソ述・エチオピア文化協力議定書

調印。

6月5目

。アラブ;llli合のアル・アハラム紙，

「中立国がEEC対策に凶する経前会
識を7Jl 9日カイ uで開く」と報道。

6月6日

－~ヨルダン，アラブ迎合，シリア，
モヨッコ，クユ｝トの 5;iJ悶，アラ

ブ経済統合協定に調印p

6月7目

。チュヲユクア大統ilrl，ギニア駐在中
間大使と会見。－

令チュニジア大統償，朝鮮親善代表

団と会見。

6月8日

令ガーナにソ辿の援助による 3つの

岡常良拐がつくられることに決定。

令べ’チュアナラン 1：，モザンピイク，

ケニヤ即時独立を要求。

6月10日

令ア）IIツ i りア難民9000余人，チュ

ニジアからj司｜羽。

6月11日

今アラブ:i!li合のスポークスマン，シ
~）ァ・斤相の提案したシリア，エジプ

トの再合併案を糸伺τっきで受新して

もよいと諮る0

6月13日

ふ南アフりカ民族会議，フルクール

ト支配反対の行動に立町上がるニと

を国民にアピーJVo 

の 他

5月 17日

令ソ述，カラクム運河古I・聞の抗日段
階完成。

5月20目’

令モスクワ放送，アメリカ需のクイ

出兵：こ測する日本支配府の態度－を批

判。

5月22日

令A・A辿1ir-犠l払アメリカ海兵隊
のタイ上陸を非難。

5月27自

令トルコで初。原子炉完成。 Ill力
2600万ワットのブール裂のもの。

6月3日

令モユタフでソ~－キューパ＂；！j-:.1乙友
好集会。

。国主li，去年の問述技術援助供争状
況に1却する報告を発表。こ・れによる

とアヲア向けがいぜんとして首位セ

占めている。

6月5日

令メルボJレンの港湾労働者，市ヅェ

トナム向け有刺鉄線内相j上げを ~ll
否。

6月 12B 

~ァ y リカは将来に備え， 「反ゲリ
ラ」部J~の；抑制i強化由


